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＜連絡事項＞
教育委員より、研修時に遅番勤務・準夜勤務のスタッフは勤務扱いということでレポート研修の対象となっていませんでしたが、委員会の話し合いにて遅番勤務・準夜勤務のスタッフも当日の不参加者としてレポート研修を実施することになりました。

＜転出＞
・尾駮　淳様～東病棟Dユニット18号室→西病棟Aユニット42室号へ転出。

<外泊>
・高橋　亮様～9：00～1/21　17：30まで外泊予定。

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・赤石　陽介様～点滴中止し、内服へ切替え。セフジトレンピボキシル錠１００ｍｇ 3 錠 1日3回　毎食後　3日分　[本昼から] 処方あり。

・成田　富士子様～エキザルベ軟膏処方。

・高橋　サヱ様～持参薬明日より切替え、主治医不在のため田名部Ｄｒより2日分処方。

＜要注目患者様＞
・佐々木　保夫様～体温38.3℃　脈拍83回/分　血圧168/68mmHg　酸素飽和濃度95％
両上肢振戦・悪寒・発汗あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中、他室侵入、脱衣行為あり。自制できない為、早めに開放観察終了としている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。危険行為や自傷行為等は無くスタッフ対面時穏やか。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～不機嫌さや衝動性、妄想に左右された行動無く経過。表情冴えなさ、眼光鋭さやや軽減、行動化無し。家族様から措置解除に関する連絡は無い。

・今井　克博様～妄想様言動は持続しているが他者トラブル無く経過。引き続き措置解除に向けて支援を行っていく。

